
 

 

 

平成２８年度決算 社長談話 

 

 

  平成２８年度は､日々の輸送の安全を確保しつつ､「事業改善命令・監督命令によ

る措置を講ずるための計画」及び「安全投資と修繕に関する５年間の計画」に基づ

き安全性向上、安全基盤の再構築、安全風土の構築に向けた各種取り組みを着実に

推進しました。 

３月２６日に開業した北海道新幹線については、安全安定輸送に全力で取り組む

とともに、開業効果の最大化に向けた各種施策を展開したことなどにより、開業後

一年間の利用実績は１日あたり約 6,300 人、対前年 164％と好調に推移しました。

一方、在来線については、８月下旬に北海道を襲った一連の台風により当社発足以

来最大の被害を受けることとなりましたが、特に被害が甚大であった石勝線・根室

線（トマム～芽室間）において、関係各位のご支援のもと全力で復旧にあたり、 

１２月２２日に運行の再開を果たすことができました。 

また、全ての路線を維持する前提では安全の基準を維持するために必要な費用を

恒常的に確保することは困難との認識のもと、７月に「持続可能な交通体系のあり

方について」、１１月に「当社単独では維持することが困難な線区について」を発

表し、地域の交通を如何に持続的に維持していくか等について地域との協議に向け

た相談を開始したところです。 

                         

  営業収益では、北海道新幹線の運輸収入が１０３億円となり、前年の海峡線・夜

行列車などの収入を差し引くと４９億円の増収となりました。また、一連の台風被

害による減収が３２億円ありましたが、北海道新幹線の運輸収入と台風被害を除く

と、在来線でも営業施策を積み上げたことによる札幌圏の増収などにより前年を上

回りました。営業費用では、修繕費が北海道新幹線設備の修繕などにより前年を 

２２億円上回ったことに加え、減価償却費も北海道新幹線車両や安全対策で増加し

た設備などにより前年を６３億円上回り、修繕費、減価償却費とも過去最高額とな

りました。 

以上により、営業損益は４９８億円の赤字となり、前年より大幅に悪化しました。 

  営業外損益は、資金確保のために経営安定基金資産の評価益の一部実現化を実施

した前年と比較すると運用益が大幅に減少したことから、経常損益は１８８億円の

過去最大の赤字となりました。 

特別利益に、札幌駅総合開発(株)からの追加配当及び同社株式の一部売却により

５９億円を計上しました。また、特別損失に石勝線新夕張・夕張間等の鉄道施設の

評価額見直しに伴う損失などを計上した結果、特別損益は５２億円となりました。

なお、台風被害の復旧費用約３４億円を特別損失に計上しましたが、災害復旧事業

費補助約１５億円を措置していただいたほか、土木構造物保険約１１億円や国から

の追加支援などにより、復旧に伴う資金を補うことができました。 

この結果、当期純損失は実質的に過去最大である１２６億円となる大変厳しい結

果となりました。 

 

  平成２９年度も１８９億円の経常赤字を計画する厳しい見通しでありますが、安

全の再生と開業２年目を迎えた北海道新幹線を活用した経営基盤の強化に取り組む

ことに加え、事業範囲の見直しによる抜本的な経営構造改革を不退転の決意で進め

て、持続可能で安全な鉄道輸送サービスを提供する鉄道会社への再生を実現してま

いります。 

 

 今後とも皆様のご理解を賜りますようお願い申し上げます。 

    

    

                                                    平 成 ２ ９ 年 ５ 月 ９ 日 

                                                    北海道旅客鉄道株式会社 

                                                    代表取締役社長 島田 修 



平成28年度決算のポイント

平成29年５月９日

北海道旅客鉄道㈱

【 単 体 】 過去最大の経常赤字【 単 体 】 過去最大の経常赤字【 単 体 】 過去最大の経常赤字【 単 体 】 過去最大の経常赤字

・営業収益では、北海道新幹線の運輸収入が１０３億円となり、前年の海峡線・夜行列車

などの収入を差し引くと４９億円の増収となりました。

また、一連の台風被害による減収が３２億円ありましたが、北海道新幹線の運輸収入と

台風被害を除くと、在来線でも営業施策を積み上げたことによる札幌圏の増収などによ

り前年を上回りました。

・営業費用では、修繕費が北海道新幹線設備の修繕などにより前年を２２億円上回ったこ

とに加え、減価償却費も北海道新幹線車両や安全対策で増加した設備などにより前年を

６３億円上回り、修繕費、減価償却費とも過去最高額となりました。

・営業外損益は、資金確保のために経営安定基金資産の評価益の一部実現化を実施した前

年と比較すると大幅に減少しました。

・経常損益は、１８８億円の過去最大の赤字となりました（これまでの最大は平成２３年

度の４４億円の赤字）。

・特別利益に、札幌駅総合開発(株)からの追加配当及び同社株式の一部売却により５９億

円を計上しました。また、特別損失に石勝線新夕張・夕張間等の鉄道施設の評価額見直

しに伴う損失などを計上した結果、特別損益は５２億円となりました。

なお、台風被害の復旧費用約３４億円を特別損失に計上しましたが、災害復旧事業費補

助約１５億円を措置していただいたほか、土木構造物保険約１１億円や国からの追加支

援などにより、復旧に伴う資金を補うことができました。

・当期純利益は、平成２３年度以来の純損失であり、１２６億円の純損失は実質過去最大

となりました。

(単位：億円)

平成28年度決算 （参考）
平成28年度

前年実績 実 績 増 減

事 業 計 画

平成29年度

(a) (b) (b-a) 事 業 計 画

営 業 収 益 ８３８ ８９４ ５５ ９２０ ９０９

[うち鉄道運輸収入] [ ６８５] [ ７２７] [ ４２] [ ７５０] [ ７４０]

営 業 費 用 １，２８５ １，３９２ １０７ １，３８５ １，４１４

[う ち 修 繕 費] [ ３１４] [ ３３７] [ ２２] [ ３４７] [ ３６２]

[うち減価償却費] [ １８３] [ ２４７] [ ６３] [ ２２５] [ ２３４]

営 業 利 益 △４４７ △４９８ △ ５１ △４６５ △５０５

営 業 外 損 益 ４２４ ３０９ △１１５ ２９０ ３１６

[うち基金運用収益] [ ３４９] [ ２３６] [△１１２] [ ２２６] [ ２２９]

経 常 利 益 △ ２２ △１８８ △１６６ △１７５ △１８９

特 別 損 益 ７０ ５２ △ １７ １２７ ６３

税引前当期純利益 ４８ △１３６ △１８４ △ ４８ △１２６

当 期 純 利 益 ５５ △１２６ △１８１ △ ４４ △１２２

【 連 結 】 公表以来初の経常赤字【 連 結 】 公表以来初の経常赤字【 連 結 】 公表以来初の経常赤字【 連 結 】 公表以来初の経常赤字

(単位：億円)

平成28年度決算 （参考）
平成28年度

前年実績 実 績 増 減

業 績 予 想

平成29年度

(a) (b) (b-a) 業 績 予 想

営 業 収 益 １，７１３ １，７２５ １１ １，７２５ １，７２５

営 業 利 益 △３５２ △３９８ △ ４５ △４００ △４１５

経 常 利 益 ５４ △１０３ △１５８ △１２５ △１３０

親 会 社 株 主 帰 属 当 期 純 利 益 ８４ △１４８ △２３２ △ ５０ △１１０



 

平成 28年度決算について 

平 成 2 9 年 ５ 月 ９ 日 

北 海 道 旅 客 鉄 道 ㈱ 

１．単体損益計算書 
(単位：億円) 

 平成２７年度

 

平成２８年度

 

増  減 比率(％) 

営 業 収 益 ８３８  ８９４  ５５  １０６．７  

 鉄 道 運 輸 収 入 ６８５  ７２７  ４２  １０６．２  

関 連 事 業 収 入 ６９  ６２  △   ７  ８９．０  

そ の 他 収 入 ８３  １０４  ２１  １２５．６  

営 業 費 用 １，２８５  １，３９２  １０７  １０８．３  

 人 件 費 ４７６  ４７６  ０  １００．１  

動 力 費 ５１  ４９  △   １  ９６．１  

修 繕 費 ３１４  ３３７  ２２  １０７．２  

諸 税 ３１  ３２  １  １０４．４  

減 価 償 却 費 １８３  ２４７  ６３  １３４．５  

そ の 他 費 用 ２２８  ２４９  ２１  １０９．３  

営 業 利 益 △ ４４７  △ ４９８  △  ５１  －  

営 業 外 損 益 ４２４  ３０９  △ １１５  ７２．８  

(うち経営安定基金運用収益) （   ３４９）    （  ２３６）    （△  １１２）   （  ６７．７） 

(うち機構特別債券受取利息収益) （    ５５）    （   ５５）    （    －）   （１００．０） 

経 常 利 益 △  ２２  △ １８８  △ １６６  －  

特 別 損 益 ７０  ５２  △  １７  ７４．６  

税 引 前 当 期 純 利 益 ４８  △ １３６  △ １８４  －  

法人税､住民税及び事業税 △   ７  △  １０  △   ２  －  

当 期 純 利 益 ５５  △ １２６  △ １８１  －  

 (注) 金額は億円未満を切り捨てて表示しております。 
 

２．鉄道輸送量及び鉄道運輸収入 
 

 平成２７年度

 

平成２８年度

 

増  減 比率(％) 

 

 

輸 

送 

人 

員 

  

定 期 

千人 

    ７７，５３１  

千人 

  ７７，５３４  

千人 

３  

 

１００．０  

( う ち 新 幹 線 ) （      －）   （      ４)    （    －）   （    －） 

 

定 期 外 

 

   ５６，８４７  

 

 ５７，９１２  

 

１，０６５  

 

１０１．９  

( う ち 新 幹 線 ) （     －)  （  ２，１１１）   （    －）   （    －） 

 

合 計 

 

  １３４，３７７  

 

  １３５，４４６  

 

１，０６８  

 

１００．８  

( う ち 新 幹 線 ) (      －)  （  ２，１１６)     （    －）   （    －） 

 

 

輸 

送 

人 

ｷﾛ 

 

定 期 

百万人ｷﾛ 

１，４６３  

百万人ｷﾛ 

１，４６１  

百万人ｷﾛ 

△   ２  

 

９９．８  

( う ち 新 幹 線 )   （    －）  （     ０）   （    －）   （    －） 

 

定 期 外 

 

２，８５７  

 

２，８５２  

 

△   ５  

 

９９．８  

( う ち 新 幹 線 )   （    －）  （   ３０６）   （    －）   （    －） 

 

合 計 

 

４，３２０  

 

４，３１３  

 

△   ７  

 

９９．８  

( う ち 新 幹 線 )   （    －）  （   ３０６）   （    －）   （    －） 

 

鉄 

道 

運 

輸 

収 

入 

 

定 期 

億円 

１１２  

億円 

１１３  

億円 

０  

 

１００．４  

( う ち 新 幹 線 )   （    ０）  （     ０）   （    ０）   （    －） 

 

定 期 外 

 

５７２  

 

６１４  

 

４１  

 

１０７．３  

( う ち 新 幹 線 )   （    ２）  （   １０３）   （  １０１）   （    －） 

 

合 計 

 

６８５  

 

７２７  

 

４２  

 

１０６．２  

( う ち 新 幹 線 )   （    ２）  （   １０３）   （  １０１）   （    －） 

 (注) 1. 輸送人員、輸送人キロ及び鉄道運輸収入は新幹線を含んでおり、平成 27年度分の新幹線の輸送人員及び輸送

人キロは記載しておりません。 

        2. 鉄道運輸収入は億円未満を切り捨てて表示しております。 
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３．単体貸借対照表 

(単位：億円) 

 

平成２７年度 

期    末

 

平成２８年度 

期    末

 
増  減 比率(％) 

[資産の部]         

 
流 動 資 産 ２８８  ３６６  ７８  １２７．０  

 
固 定 資 産 ３，１６４  ３，１２３  △   ４１  ９８．７  

 
経 営 安 定 基 金 資 産 ７，８１２  ７，６６８  △  １４４  ９８．１  

 
機 構 特 別 債 券 ２，２００  ２，２００  －  １００．０  

資 産 合 計 １３，４６６  １３，３５８  △  １０７  ９９．２  

[負債の部]         

 
流 動 負 債 ５１２  ５９７  ８５  １１６．７  

 
(うち１年以内返済長期借入金) （    ４９） （    ４７） （ △       １） （   ９６．０） 

 
固 定 負 債 １，４９９  １，５３１  ３１  １０２．１  

 
( う ち 長 期 借 入 金 ) （   ５８９） （   ６８１） （        ９２） （  １１５．６） 

 
機構特別債券引受借入金 ２，２００  ２，２００  －  １００．０  

負 債 合 計 ４，２１１  ４，３２９  １１７  １０２．８  

純 資 産 合 計 ９，２５４  ９，０２９  △   ２２５  ９７．６  

 ( う ち 利 益 剰 余 金 ) （      １１９） （ △    ６） （ △  １２６） （          －） 

負 債 純 資 産 合 計 １３，４６６  １３，３５８  △  １０７  ９９．２  

 (注) 1.金額は億円未満を切り捨てて表示しております。  

        2.平成 28年度期末借入金残高 824 億円（うち無利子 525 億円） 

 

４．個別キャッシュ･フロー計算書 

(単位：億円) 

 平成２７年度

 

平成２８年度

 

増  減 比率(％) 

営業活動によるキャッシュ･フロー(Ⅰ) １５３  ３８  △   １１５    ２４．７  

投資活動によるキャッシュ･フロー(Ⅱ) △   ２８０  △   １８７  ９２  ６６．９  

 フリー･キャッシュ･フロー(Ⅰ)+(Ⅱ) △   １２６  △   １４９  △     ２３  １１８．３  

財務活動によるキャッシュ･フロー(Ⅲ) ２６  １７１  １４５  ６５０．４  

現金及び現金同等物の増減額(Ⅰ)+(Ⅱ)+(Ⅲ) △    ９９  ２２  １２１  －  

現 金 及 び 現 金 同 等 物 期 末 残 高 ２０  ４２  ２２  ２１０．０  

 (注) 金額は億円未満を切り捨てて表示しております。 

 

 

５．平成 29 年度単体業績予想 

(単位：億円) 

 

平成２８年度 

実    績

 

平成２９年度 

予    想

 
増  減 比率(％) 

営 業 収 益 ８９４  ９０９  １４  １０１．６  

営 業 利 益 △   ４９８  △   ５０５  △     ６  －  

経 常 利 益 △   １８８  △   １８９  △     ０  －  

当 期 純 利 益 △   １２６  △   １２２  ４  －  
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６．連結損益計算書 

(単位：億円) 

 平成２７年度

 

平成２８年度

 

増  減 比率(％) 

営 業 収 益 １，７１３  １，７２５  １１  １００．７  

営 業 費 用 ２，０６６  ２，１２３  ５７  １０２．８  

営 業 利 益 △ ３５２  △ ３９８  △  ４５  －  

営 業 外 損 益 ４０７  ２９４  △ １１２  ７２．３  

経 常 利 益 ５４  △ １０３  △ １５８  －  

特 別 損 益 ５９  △  １１  △  ７０  －  

税引等調整前当期純利益 １１３  △ １１５  △ ２２８  －  

法 人 税 等 ２３  ２１  △   １  ９３．３  

当 期 純 利 益 ９０  △ １３６  △ ２２７  －  

非支配株主に帰属する当期純利益 ６  １１  ５  １９３．４  

親会社株主に帰属する当期純利益 ８４  △ １４８  △ ２３２  －  

  連結包括利益 平成 27年度 △３５億円  平成 28年度 △２３６億円 

  

 (注) 金額は億円未満を切り捨てて表示しております。 

 

 

７．セグメント情報 

(単位：億円) 

 

運輸業 小売業 

不動産 

賃貸業 

ﾎ ﾃ ﾙ 業 その他 合 計 調整額 

連結損益 

計算書計上額 

 

平 

成 

2 8 

年 

度 

売 上 高         

外部顧客への売上高 

セ グ メ ン ト 間 の 

内部売上高又は振替高 

938 369 259 71 87 1,725 - 1,725 

54 0 12 0 281 349 △349 - 

計 992 370 271 71 368 2,075 △349 1,725 

セ グ メ ン ト 利 益 △215 8 75 10 13 △106 △291 △398 

 

 

増 

 

減 

売 上 高         

外部顧客への売上高 

セ グ メ ン ト 間 の 

内部売上高又は振替高 

31 11 4 △  9 △ 24 11 - 11 

△  3 △  0 △  0 △  0 △ 60 △ 63 63 - 

計 28 10 3 △  9 △ 85 △ 52 63 11 

セ グ メ ン ト 利 益 △163 1 4 2 △  5 △160 114 △ 45 

 (注) 1.セグメント利益は、営業利益を表示しております。なお、運輸業のセグメント利益は、 

       経営安定基金運用収益(236 億円)、及び機構特別債券受取利息収益(55 億円)を含めて表示して 

       おります。 

      2.金額は億円未満を切り捨てて表示しております。 

      3.当連結会計年度より、一部の会社のセグメント区分を変更しております。増減は、変更後のセグメント区分に 

        基づき表示しております。 
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８．連結貸借対照表 

(単位：億円) 

 

平成２７年度 

期    末

 

平成２８年度 

期    末

 
増  減 比率(％) 

[資産の部]         

 
流 動 資 産 ５７４  ６５３  ７９  １１３．８  

 
固 定 資 産 ３，７６１  ３，７２７  △  ３３  ９９．１  

 
経 営 安 定 基 金 資 産 ７，８１２  ７，６６８  △ １４４  ９８．１  

 
機 構 特 別 債 券 ２，２００  ２，２００  －  １００．０  

資 産 合 計 １４，３４８  １４，２４９  △  ９９  ９９．３  

[負債の部]         

 
流 動 負 債 ７１０  ７３７  ２６  １０３．８  

 
固 定 負 債 １，７７４  １，８６１  ８７  １０５．０  

 
機構特別債券引受借入金 ２，２００  ２，２００  －  １００．０  

負 債 合 計 ４，６８４  ４，７９９  １１４  １０２．５  

純 資 産 合 計 ９，６６３  ９，４４９  △ ２１４  ９７．８  

負 債 純 資 産 合 計 １４，３４８  １４，２４９  △  ９９  ９９．３  

 (注) 金額は億円未満を切り捨てて表示しております。 

 

 

９．連結キャッシュ･フロー計算書 

(単位：億円) 

 平成２７年度

 

平成２８年度

 

増  減 比率(％) 

営業活動によるキャッシュ･フロー(Ⅰ) ２１８  ９８  △ １１９  ４５．４  

投資活動によるキャッシュ･フロー(Ⅱ) △ ４２４  △ ２６１  １６２  ６１．７  

 フリー･キャッシュ･フロー(Ⅰ)+(Ⅱ) △ ２０６  △ １６２  ４３  ７９．０  

財務活動によるキャッシュ･フロー(Ⅲ) ５９  １９０  １３０  ３２０．６  

現金及び現金同等物の増減額(Ⅰ)+(Ⅱ)+(Ⅲ) △ １４６  ２７  １７４  －  

現 金 及 び 現 金 同 等 物 期 末 残 高 １５６  １８４  ２７  １１７．４  

 (注) 金額は億円未満を切り捨てて表示しております。 

 

 

１０．平成 29 年度連結業績予想 

 (単位：億円) 

 

平成２８年度 

実    績

 

平成２９年度 

予    想

 
増  減 比率(％) 

営 業 収 益 １，７２５  １，７２５  △  ０  １００．０  

営 業 利 益 △ ３９８  △ ４１５  △ １６  －  

経 常 利 益 △ １０３  △ １３０  △ ２６  －  

親会社株主に帰属する当期純利益 △ １４８  △ １１０  ３８  －  
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参 考 資 料 

 

連結決算対象会社の概要 

 

  

運輸業     １０社 

 

小売業    ２社 

  

 

鉄 道 事 業   
(注8) 北 海 道 キ ヨ ス ク ㈱ 

 
㈱ ド ウ デ ン 

 

(注6) 札 幌 交 通 機 械 ㈱ 
 ㈱北海道ｼﾞｪｲ･ｱｰﾙ･ﾌﾚｯｼｭﾈｽ･ﾘﾃｰﾙ 

(注7) 
㈱北海道ｼﾞｪｲ･ｱｰﾙ･ｻｰﾋﾞｽﾈｯﾄ  札 幌 工 営 ㈱ 

 

(注5) 
ｼﾞｪｲｱｰﾙ北海道ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ㈱  北海道軌道施設工業㈱ 

 

 
北海道ｼﾞｪｲ･ｱｰﾙ運輸ｻﾎﾟｰﾄ㈱ 

 北海道高速鉄道開発㈱ 

旅客自動車運送事業   その他サービス業  

 

ジェイ・アール北海道バス㈱   ｼﾞｪｲｱｰﾙ北海道ﾚﾝﾀﾘｰｽ㈱ 

 

 

                         北海道旅客鉄道㈱は、運輸業、不動産賃貸業 及び ホテル業を

 

                         営んでおります。 

 

 

 

 

 

不動産賃貸業     ２社 

 

ホテル業   ２社 

 

その他   ６社 

   

(注8) 北海道ｼﾞｪｲ ･ｱ ｰﾙ都市開発㈱ Ｊ Ｒ 北 海 道 ホ テ ル ズ ㈱ 
 卸 売 業  

 札 幌 駅 総 合 開 発 ㈱ ㈱北海道ＪＲインマネジメント  ㈱北海道ジェイ・アール商事 

  清 掃 整 備 業  

      
北海道クリーン・システム㈱ 

   広 告 業  

 ㈱北海道ｼﾞｪｲ･ｱｰﾙ･ｴｰｼﾞｪﾝｼｰ 

  【連結決算対象会社数の推移】 情報サービス業  

  27年3月31日現在 28年3月31日現在 29年3月31日現在  ㈱北海道ｼﾞｪｲ･ｱｰﾙ･ｼｽﾃﾑ開発 

親 会 社        １社        １社        １社 その他サービス業  

子 会 社      ２８社      ２７社      ２２社  札 新 開 発 ㈱ 

持分法適用関連会社        １社        １社        １社 建 設 業  

計      ３０社      ２９社      ２４社 (注1) 札 建 工 業 ㈱ 

  

 (注) 1.札建工業㈱は、持分法適用関連会社です。 

        2.子会社数22社には、上記概要図に記載していない、ＪＲ札幌病院に関する「匿名組合ジェイエイチホスピタル 

          アセットホールディングズ」を含めております。  

        3.株式の売却に伴い、北海道リネンサプライ㈱を連結の範囲から除いております。 

        4.清算結了に伴い、旭川ターミナルビル㈱を連結の範囲から除いております。  

        5.㈱北海道ジェイ・アール・ビルトは、㈱北海道ジェイアール・コンサルタンツと合併し、消滅しております。 

          また合併後、社名をジェイアール北海道エンジニアリング㈱へ変更しております。  

        6.北海道ジェイ・アール・サイバネット㈱は、札幌交通機械㈱と合併し、消滅しております。  

        7.ジェイ・アール道東トラベルサービス㈱は、㈱北海道ジェイ・アール・サービスネットと合併し、消滅しております。 

        8.北海道キヨスク㈱及び北海道ジェイ・アール都市開発㈱は、損益の一部をホテル業に区分しております。 

北海道旅客鉄道㈱ 
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平成 28年度 お客様のご利用状況について 平成 28年度 お客様のご利用状況について 平成 28年度 お客様のご利用状況について 平成 28年度 お客様のご利用状況について 

平成29年５月９日 

北海道旅客鉄道㈱ 

    

１ ８月の台風被害の影響 １ ８月の台風被害の影響 １ ８月の台風被害の影響 １ ８月の台風被害の影響 

 

○ ８月の台風被害により、石勝線や根室線及び石北線が長期間運休となったことから、運休区間の輸

送密度は前年を大きく下回っています。 

 

・ 影響は直接的な運休区間だけではなく、運休した特急列車の始発駅から終着駅までの区間や、

特急列車から又は特急列車へ乗り換えでご利用になる普通列車の区間にも影響が及びます。 

・ 石勝線・根室線の運休では、主に白石～苫小牧、南千歳～帯広、帯広～釧路などに影響します。 

・ 石北線の運休では、主に札幌～岩見沢、岩見沢～旭川、新旭川～上川、上川～網走などに影響

します。 

 

○ 以上のことから、台風の影響を除く試みとして、９～１２月を除いて輸送密度を算出しています。 

また、参考として全期間での輸送密度を記載しています。 

 

○ 根室線富良野～新得については、一部区間で運休を継続しており、また、日高線鵡川～様似は、   

バス代行輸送を継続していることから、全社平均から除き別掲としています。 

 

 

２ 輸送密度の特徴 ２ 輸送密度の特徴 ２ 輸送密度の特徴 ２ 輸送密度の特徴 

    

○ 北海道新幹線は、前年の海峡線（木古内～中小国）と比較すると大幅に増加しました。 

 

○ 函館～長万部、長万部～東室蘭は、北海道新幹線開業効果などにより増加しました。 

 

○ 札幌圏は、特に南千歳～新千歳空港や小樽～札幌が増加しました。 

 

○ 留萌線は、留萌～増毛間の廃止前にご利用が増加しました。 
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名寄名寄名寄名寄

稚内稚内稚内稚内

夕張夕張夕張夕張

室蘭室蘭室蘭室蘭

旭川旭川旭川旭川

東釧路東釧路東釧路東釧路

滝川滝川滝川滝川

帯広帯広帯広帯広

富良野富良野富良野富良野

岩見沢岩見沢岩見沢岩見沢

新得新得新得新得

新夕張新夕張新夕張新夕張

沼ノ端沼ノ端沼ノ端沼ノ端

上川上川上川上川

根室根室根室根室

網走網走網走網走

釧路釧路釧路釧路

函館函館函館函館

長万部長万部長万部長万部

新十津川新十津川新十津川新十津川

札幌札幌札幌札幌

小樽小樽小樽小樽

南千歳南千歳南千歳南千歳

様似様似様似様似

新千歳空港新千歳空港新千歳空港新千歳空港

桑園桑園桑園桑園

北海道医療大学北海道医療大学北海道医療大学北海道医療大学

深川深川深川深川

増毛増毛増毛増毛

新函館北斗新函館北斗新函館北斗新函館北斗

新青森新青森新青森新青森

留萌留萌留萌留萌

東室蘭東室蘭東室蘭東室蘭

苫小牧苫小牧苫小牧苫小牧

鵡川鵡川鵡川鵡川

 

平成 28年度 お客様のご利用状況（９～12月を除いた参考情報） 

 

 

凡例 輸 送 密 度    (営業キロ割合) 

 

 

 

 

 

 

 

 

５００人未満 

５００人～ ２，０００人未満 

２，０００人～ ４，０００人未満 

４，０００人～ ８，０００人未満 

８，０００人～１０，０００人未満 

１０，０００人～２０，０００人未満 

２０，０００人以上 

営業キロ  ２，２８３.２ｋｍ 

（ ３４％） 

（ ２２％） 

（  ６％） 

（ ２７％） 

（   ４％） 

（   １％） 

（   ６％） 

(１００％） 

※営業キロは、日高線と根室線の一部・海峡線を除く。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                  

線   区 

営業ｷﾛ 

（㎞） 

28 年度輸送密度 

 

線   区 

営業ｷﾛ 

（㎞） 

28 年度輸送密度 

（人／キロ／日） 

対前年 

増 減 

対前年 

比率(％) 

（人／キロ／日） 

対前年 

増 減 

対前年 

比率(％) 

札沼線 医療大学～新十津川 47.6 64 △    15 81.0 根室線 帯 広～釧 路 128.3 2,073 △   193 91.5 

石勝線 新夕張～夕 張 16.1 80 △    38 67.8  2,000 人以上～4,000 人未満 計 128.3 2,073 △   193 91.5 

留萌線 留 萌～増 毛 16.7 134 67 200.0  石勝･根室線 南千歳～帯 広 176.2 4,085 △   128 97.0 

留萌線 深 川～留 萌 50.1 188 5 102.7  函館線 函 館～長万部 147.6 4,265 466 112.3 

宗谷線 名 寄～稚 内 183.2 364 △    39 90.3  室蘭線 長万部～東室蘭 77.2 5,424 318 106.2 

根室線 滝 川～富良野 54.6 432 △    56 88.5  新幹線 新青森～新函館北斗 148.8 5,971 2,265 161.1 

根室線 釧 路～根 室 135.4 457 8 101.8  室蘭線 室 蘭～苫小牧 65.0 7,161 △   109 98.5 

日高線 苫小牧～鵡 川 30.5 462 － －  4,000 人以上～8,000 人未満 計 614.8 5,078 569 112.6 

釧網線 東釧路～網 走 166.2 463 △    50 90.3  函館線 岩見沢～旭 川 96.2 8,922 △   616 93.5 

室蘭線 沼ノ端～岩見沢 67.0  477 △    23 95.4  札沼線 桑 園～医療大学 28.9 17,590 231 101.3 

500 人未満       計 767.4 381 △    23 94.3  千歳線 南千歳～新千歳空港 2.6 31,507 837 102.7 

函館線 長万部～小 樽 140.2 652 △    38 94.5  

 

函館線 札 幌～岩見沢 40.6 43,408 △   586 98.7 

石北線 上 川～網 走 189.1 913 △   148 86.1 千歳･室蘭線 白 石～苫小牧 65.4 45,599 254 100.6 

石北線 新旭川～上 川 44.9 1,262 △   219 85.2  函館線 小 樽～札 幌 33.8 46,417  1,436 103.2 

宗谷線 旭 川～名 寄 76.2 1,456 △   115 92.7  8,000 人以上   計 267.5 29,237 △    30 99.9 

富良野線 富良野～旭 川 54.8 1,545 68 104.6  

 

全 社 平 均 2,283.2 5,323 229 104.5 

500 人以上～2,000 人未満 計 505.2 1,022 △    95 91.5 

  

日高線 鵡 川～様 似 116.0 125 

根室線 富良野～新 得 81.7 154 

(注)1.輸送密度とは、旅客営業キロ１㎞当たりの１日平均旅客輸送人員をいいます（線区輸送人キロ÷営業キロ÷日数）。 

(注)2.日高線については、苫小牧～鵡川を今年度より算出しています。 

鵡川～様似は、平成 27年１月から線路被害のため運休を継続しており、バス代行輸送の人員で算出し、全社平均から除いています。 

(注)3.根室線(富良野～新得)は、平成 28年８月の台風による線路被害により運休を継続しているため、４～８月の実績で算出し、全社平均から除いています。 

(注)4.留萌線(留萌～増毛)は、平成 28年 12 月４日までの実績を用いて算出しています。 

(注)5.新幹線(新青森～新函館北斗)は、海峡線(木古内～中小国)との前年比較としています。 

(注)6.平成 27年度の全社平均は、前年度に公表した数値です。 

８月の台風災害により、石勝線や根室線、

石北線が長期間運休となったことから、

９～12月を除いて全道の輸送密度を算出

しています。 
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【平成28年度 輸送密度(人/ｷﾛ/日)】

札沼線 医療大学 ～ 新十津川 47.6 79 64 △ 　15 81.0% 66 △ 　13 83.5% 2 103.1%

石勝線 新夕張 ～ 夕 張 16.1 118 80 △ 　38 67.8% 83 △ 　35 70.3% 3 103.8%

留萌線 留 萌 ～ 増 毛 16.7 67 134 67 200.0% 269 202 401.5% 135 200.7%

留萌線 深 川 ～ 留 萌 50.1 183 188 5 102.7% 228 45 124.6% 40 121.3%

宗谷線 名 寄 ～ 稚 内 183.2 403 364 △ 　39 90.3% 362 △ 　41 89.8% △　　2 99.5%

根室線 滝 川 ～ 富良野 54.6 488 432 △　 56 88.5% 384 △  104 78.7% △ 　48 88.9%

根室線 釧 路 ～ 根 室 135.4 449 457 8 101.8% 435 △ 　14 96.9% △ 　22 95.2%

日高線 苫小牧 ～ 鵡 川 30.5 － 462 － － 463 － － 1 100.2%

釧網線 東釧路 ～ 網 走 166.2 513 463 △ 　50 90.3% 432 △ 　81 84.2% △ 　31 93.3%

室蘭線 沼ノ端 ～ 岩見沢 67.0 500 477 △ 　23 95.4% 484 △ 　16 96.8% 7 101.5%

767.4 404 381 △ 　23 94.3% 372 △ 　32 92.1% △ 　 9 97.6%

函館線 長万部 ～ 小 樽 140.2 690 652 △ 　38 94.5% 646 △ 　44 93.6% △　　6 99.1%

石北線 上 川 ～ 網 走 189.1 1,061 913 △　148 86.1% 880 △　181 82.9% △ 　33 96.4%

石北線 新旭川 ～ 上 川 44.9 1,481 1,262 △　219 85.2% 1,229 △　252 83.0% △ 　33 97.4%

宗谷線 旭 川 ～ 名 寄 76.2 1,571 1,456 △  115 92.7% 1,477 △　 94 94.0% 21 101.4%

富良野線 富良野 ～ 旭 川 54.8 1,477 1,545 68 104.6% 1,487 10 100.7% △ 　58 96.2%

505.2 1,117 1,022 △　 95 91.5% 1,002 △　115 89.7% △ 　20 98.0%

根室線 帯 広 ～ 釧 路 128.3 2,266 2,073 △　193 91.5% 1,728 △　538 76.3% △　345 83.4%

128.3 2,266 2,073 △　193 91.5% 1,728 △　538 76.3% △　345 83.4%

石勝・根室線
南千歳 ～ 帯 広 176.2 4,213 4,085 △　128 97.0% 3,204 △1,009 76.1% △　881 78.4%

函館線 函 館 ～ 長万部 147.6 3,799 4,265 466 112.3% 4,134 335 108.8% △　131 96.9%

室蘭線 長万部 ～ 東室蘭 77.2 5,106 5,424 318 106.2% 5,279 173 103.4% △　145 97.3%

新幹線 新青森 ～ 新函館北斗 148.8 3,706 5,971 2,265 161.1% 5,638 1,932 152.1% △　333 94.4%

室蘭線 室 蘭 ～ 苫小牧 65.0 7,270 7,161 △　109 98.5% 7,067 △　203 97.2% △ 　94 98.7%

614.8 4,509 5,078 569 112.6% 4,685 176 103.9% △　393 92.3%

函館線 岩見沢 ～ 旭 川 96.2 9,538 8,922 △　616 93.5% 8,912 △　626 93.4% △ 　10 99.9%

札沼線 桑 園 ～ 医療大学 28.9 17,359 17,590 231 101.3% 17,643 284 101.6% 53 100.3%

千歳線 南千歳 ～ 新千歳空港 2.6 30,670 31,507 837 102.7% 32,001 1,331 104.3% 494 101.6%

函館線 札 幌 ～ 岩見沢 40.6 43,994 43,408 △　586 98.7% 43,464 △　530 98.8% 56 100.1%

千歳・室蘭線
白 石 ～ 苫小牧 65.4 45,345 45,599 254 100.6% 45,337 △  　8 100.0% △　262 99.4%

函館線 小 樽 ～ 札 幌 33.8 44,981 46,417 1,436 103.2% 46,060 1,079 102.4% △　357 99.2%

267.5 29,267 29,237 △　 30 99.9% 29,141 △　126 99.6% △ 　96 99.7%

2,283.2 5,094 5,323 229 104.5% 5,177 83 101.6% △　146 97.3%

日高線 鵡 川 ～ 様 似 116.0 － 125 － － 125 － － 0 100.0%

根室線 富良野 ～ 新 得 81.7 152 154 － － 106 － － － －

平成28年度　お客様のご利用状況

線　　　　区

営 業

キ ロ

(km)

全期間対象 ９～12月を除いた

期間との比較

28年度

対前年

28年度

対前年

増　減 比　率 増　減 比　率 比　率

(Ａ) (C)-(B) (C)/(B)

増　減

(注)5.新幹線(新青森～新函館北斗)は、海峡線(木古内～中小国)との前年比較としています。

(Ｂ) (B)-(A) (B)/(A) (Ｃ) (C)-(A)

　　　除いています。

(注)6.平成27年度の全社平均は、前年度に公表した数値です。

27年度

９～12月を除いた期間

(注)1.輸送密度とは、旅客営業キロ１㎞当たりの１日平均旅客輸送人員をいいます（線区輸送人キロ÷営業キロ÷日数）。

(注)2.日高線については、苫小牧～鵡川を今年度より算出しています。

　　　鵡川～様似は、平成27年１月から線路被害のため運休を継続しており、バス代行輸送の人員で算出し、全社平均から

(注)3.根室線(富良野～新得)は、平成28年８月の台風による線路被害により運休を継続しているため、４～８月の実績で

　　　算出し、全社平均から除いています。

(注)4.留萌線(留萌～増毛)は、平成28年12月４日までの実績を用いて算出しています。

500人未満　     　     計

500人以上～2,000人未満　 計

2,000人以上～4,000人未満 計

4,000人以上～8,000人未満 計

8,000人以上　　　　   　 計

全　社　平　均

(C)/(A)
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